
コズミックカレッジ開催へのご案内

平成２３年１月２２日

日本宇宙少年団本部事務局

ＪＡＸＡ宇宙教育センター

資料No.６－６

http://edu.jaxa.jp/


2

コ ズ ミ ッ ク カ レ ッ ジ

キッズコース
自分を取り巻く身近な自然の事象への関心を高め、観察、実験、ものづくりなどの直接体験を通して自

然に親しむコース。
対象：小学生２年生以下の児童とその保護者
主なテーマ：星砂を探そう、プチロケット・かさ袋ロケットを飛ばそう

ファンダメンタルコース
身近な自然の事象に関心を見いだし、観察、実験、ものづくりなどを通して自然を探求する活動を行い、
科学的なものの見方、考え方を深めるコース。
対象：小学校３年生～中学３年生
主なテーマ：簡易真空装置まで宇宙まで行こう

アルコール・水ロケットを飛ばそう

アドバンストコース（宿泊型）
対象：小学校６年生～高校３年生

創造的な青少年の育成をめざし、

各地域の方とともに開催する

宇宙をテーマにした体験型教育プログラム
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平成21年度開催会場

コズミックカレッジ開催状況

■ 21年度：約９０コース
■2２年度：約１５０コース
■民間企業主催も増加
参加者１０,０００人突破見込み
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開催に向けた手順（１日コース）

プログラム・教材選定について
プログラム及び実施する教材は、地域主催者の要望を優先し、事務局と相談の上、選定。
その後、プログラム講師を希望する場合に、コズミックカレッジの事務局にて手配を実施。

地域主催団体等 JAXA宇宙教育センター

○事務局の立ち上げ
○会場の確保
○プログラムの作成
○講師の確保・育成

○教材の提供、支援
○講師等の派遣、ＳＥＬ紹介
○JAXAグッツの提供

○事務局運営のノウハウの提供
○教育プログラムの企画・作成

○教材・備品の準備
○参加者の募集・受付
○その他準備・調整
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地域主催団体

• 現在まで約３０分団が主催および協力
• 他、科学館、教育委員会、学校
• 民間企業

平成２１年度よりディスカバリーチャンネル等と
積極的に連携中
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●分団活性化

ＪＡＸＡ教育センターと一体となって地域にアピール

・新規団員、リーダー獲得

・ＪＡＸＡとの連携強化

（講演講師派遣（原則１県１名）、ＳＥＬ、

ＪＡＸＡ地域連携拠点等）

・他の団体・組織との連携・交流

コズミックカレッジ開催の有効性
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●ＪＡＸＡ教材プログラムの活用

・プログラム経費支援

・パケージ教材→運用負担の軽減

コズミックカレッジ開催の有効性
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様 々 な 開 催 形 態

（１）JAXAパッケージ教材そのまま実施型
１３パッケージから選択し、１年目はJAXAからプログラム講師を派遣、２年目以降は原
則現地の講師がJAXAの授業の流れをベースに講義するパターン。
例）新規会場や、子ども向けイベント経験の少ない民間企業など

（２）地域独自プログラム型
全て自らのプログラムで対応、JAXAからは開催に係る教材費支援やグッズ提供協力。
例）赤平（植松電機）、千代田区九段中等教育学校、他

（３）JAXAパッケージ教材・地域独自プログラム融合型
地域独自プログラムや地域イベントの一部として、JAXAパッケージ教材を取り込んで開
催するパターン。
例）YAC分団主催や民間主催子ども向けイベントの一部として実施する場合など
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現在、平成２３年度
新規地域主催者 募集中です
応募お待ちしています。

宇宙教育センターのホームページからお申し込みいただけます
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